
 

 

令和５年度 
学校評価 

 

      
八幡小学校 



八幡小学校 令和５年度 学校評価の総括  
【１】学校教育目標  

  ○ やさしく，思いやりのある子 

  ○ わかるまで考え，努力する子 

  ○ たくましく，明るい元気な子 

  ○ がんばっている自分に誇りを持てる子  

 

【２】学校経営方針の基本理念 

○児童一人一人を大切にし，心豊かな人間性を育てる。 

○児童の学習意欲を高め，学力の向上と創造性を引き出す。 

○生命尊重の精神を基本に，心身ともに健康でたくましい児童の育成に努める。 

○自尊感情を持ち，自ら気づき・考え・行動できる児童の育成に努める。 

 

【３】学校評価の方法 

  ①自己評価の実施（７月・１０月） 

   ②児童・保護者アンケートの実施（１０月） 

   ※保護者が本校の教育活動を理解した上で評価できるように、活動内容の説明を提示する。 

理解が不十分な場合は、４段階評価の他に【わからない】という項目を設定する。 

アンケートは記名式とし、回答に責任を持っていただく。 

  ③学校運営協議会での学校関係者評価の実施（１１月） 

評価委員（区長会長・社会教育委員・公民館長・民生児童委員 

・元小学校校長・ＰＴＡ会長・前PTA会長） 

  ④保護者への公表（１２月） 

⑤市教育委員会へ学校評価報告書の提出（３月） 

 

【４】評価基準 

   全体傾向を把握するため，４・３評価を肯定的評価とし，それらの合計が８０％を超えている場

合は『満足できる状況』と判断した。また，２・１評価を否定的評価とし，それらの合計が 

２０％を超えている場合は『改善の余地がある状況』と判断した。 

(４ そう思う ３ だいたい思う ２ あまり思わない １ そう思わない ○ わからない)） 

 

【５】評価の結果について（児童・保護者・職員によるアンケート結果） 

①全体評価 

・今年度も、年度当初は感染症予防のため、様々な教育活動の実施が難しかったが、５類移行後は感

染症対策を講じながら教育活動を行ってきた。徐々に協働が必要な学習指導や地域との連携などを



計画通りに進めることができるようになってきた。学校教育は、協働的な学び合いの中で行われる

特質を持っている。これからも、学校教育ならではの学びを大事にしながら、子供たちの健やかな

学びの保障と感染症対策の両立を進めながら教育活動を進めていきたい。 

・評価の結果を見ると、感染予防の対策を取った上での教育活動だったが、総合評価は、概ね良好な

水準（職員・児童・保護者アンケートの結果は，ほとんどの項目で肯定的評価）となった。 

・児童アンケートでは、全２１項目のうち２０項目が『満足できる状況』となり，そのうち 1３項目

が９０％以上の肯定評価となった。「読書活動」（７３％）、「先生への相談」（８１％）がやや

低い評価となった。 

・保護者アンケートでは、全２１項目のうち１７項目が『満足できる状況』となり，そのうち１４項

目が９０％以上の肯定評価となった。「読書活動」（５３％），「スマホ・ゲームの使用」（５９％）、

「英語への興味関心」（６３％）、「家庭学習」（５３％）については，低い評価となった。この

項目は，改善の必要がある項目となった。「いじめの未然防止・早期発見・早期解決」（８１％）、

「あいさつ」（７９％）がやや低い評価となった。「わからない」と答えている項目も１４項目も

あり、特に「いじめの未然防止・早期発見・早期解決」（１７％）が、高かった。学校の教育活動

の情報発信について改善していく必要がある。 

・教師のアンケート結果は、全２６項目で肯定的評価が８０％を超えており、７月の評価同様、肯定 

 的な評価が高いことを示している。おおむね満足できる状態であると判断できる。 

 

②領域ごとの結果分析 

◎確かな学力の育成について 

・「家庭学習」の項目では、保護者が低い評価となった。宿題はやるが、自主学習ま 

で取り組まない児童も多く、家庭学習の習慣化が課題である。宿題の出し方の工夫，

「きりっ子ノート」の取り組みの工夫（家庭学習スタンバイの時間の設定）など、

引き続き、家庭と協力しながら家庭学習の習慣化等に取り組んでいきたい。 

・「読書活動」については、保護者、児童とも低い評価となった。学校では、様々な読

書の取り組みを行ったが、子供達の家庭での読書活動につながっていないようであ

る。読書をする時間の確保のため、アウトメディアの取り組みも必要である。 

・年度当初は、感染症の感染防止のため，授業において様々な制限があったが，５類

移行後は、通常の授業に戻りつつある。引き続き、ICT を活用するなど工夫して学習

が進め、授業改善を進め、分かる授業を進めていきたい。 

 

◎豊かな心の育成について 

・「いじめへの取り組み」は，全職員で未然防止・早期発見・早期解決に取り組んで 

きた。しかし，保護者の評価はやや低い結果となった。また、１７％の保護者の方

が「わからない」を選択しており、学校の取り組みが保護者に伝わっていない結果

となった。引き続き、いじめアンケートの結果を知らせるなど，学校の取組等を保



護者に知らせていきたい。（２学期のアンケート結果を保護者へ知らせている。） 

・「学校は楽しいか」の項目では、児童も保護者も評価が高かった。多くの児童が充

実感を味わい、仲間と楽しく生活できている様子がうかがえる。しかしわずかでは

あるが「学校は楽しいですか」に否定的評価をしている児童もいる。児童を丁寧に

見取り、一人ひとりに応じた支援を行っていきたい。 

・新型コロナウイルス感染症が５類に移行したが、今後も、感染対策を行いながら児

童が活躍できる行事や取り組みを行い、児童の自己肯定感、自信が高められるよう

にしていきたい。 

 

◎健やかな体の育成 

・「早寝早起き朝ご飯など基本的な生活習慣」については、児童の評価が低かった。

本校では、長期休業の後に生活リズムを整えるためにチェックカードを活用して取

り組みを行っているが、もう一歩進めるため、意識を高める取り組みが必要である。 

・「スマホやゲームの使用」については、保護者の評価がかなり低かった。児童の評

価はそれほど低くなく、児童の意識の低さが感じられる。全国学力学習状況調査で

も本校の課題となっていた。スマホやゲームの長時間の使用は、生活習慣の乱れ、

読書離れ、学力の低下、視力低下などにつながっていく。アウトメディアの取り組

みなど、家庭と連携した取り組みが必要である。 

・感染防止対策は、マスクの適切な着脱、健康観察など，家庭の協力を得ながら取り

組み，感染症に気をつけた生活ができているか声をかけてきた。感染症予防につい

て少しおろそかになっている面もあるので、引き続き学習も感染に気をつけながら

進める必要がある。 

 

◎家庭・地域との連携 

・保護者アンケートで、「分からない」を選択した方も多く、学校や児童の様子、学校

の取り組み等の情報発信をさらに工夫しながら行っていきたい。 

・「先生に相談」の項目は、児童の評価がやや低く、１９％の児童が否定的な評価 

だった。困ったときも相談できない児童も少なくないと考えられる。児童には、担任

だけでなく、他の先生にも積極的に相談してよいことを伝える。また、相談できず困

っている児童がいることを前提に、児童観察を丁寧に行ったり、児童とのコミュニ

ケーションを積極的に取ったりするようにしたい。 

 

【６】八幡小学校学校運営協議会委員による学校関係者評価（１１月２４日） 

◎概要 

学校より、学校評価（職員・児童・保護者）の結果の報告を行った。職員アンケー

トでは、１学期と比べ改善された点（働き方・ICT の活用）や今後の更なる改善点



（感染症対策・学テの結果を受けた授業改善・家庭学習スタンバイ時間の設定等）

について説明を行った。児童・保護者アンケートについては、評価の低かった点（読

書活動・スマホやゲームの使用・家庭学習）や保護者の『分からない』の回答が多

かった項目（学校のいじめの取り組み）について説明を行った。特に、『メディア

の使用』『家庭学習』『いじめの取り組みの保護者への周知』等の課題については、

学校より、今後の取り組みや改善案を示した。今後の取り組み・改善案については、

委員のみなさんからの理解と賛同を得ることできた。 

 

◎委員の方からの意見 

   ・スマホやゲームの使い方や子どもが本を読まないことはどこの学校でも問題になっている。学

校だけでなく、家庭とも連携して取り組む必要がある。 

   ・学校現場は大変であると思う。先生の指導力は必要である。学級づくりは担任の力量に頼るこ 

    とが大きく、担任が替わると学級が変わってしまうことがある。学校全体で学校力向上のプロ

ジェクトに取り組む必要がある。 

   ・１人の力ではやれることは限られている。学校のスタッフに頼ることも大事だが、地域の力を

頼ることも必要である。 

   ・先生に相談しにくいことについて、学校が多忙になっていて、教員が子どもと触れ合う時間が

取れないと聞いている。忙しい中ではあるが、授業はもとより子どもとふれあいが大事である。

時間を工夫してふれあいの時間を取ってほしい。 

 

【７】おわりに 

・今後も学校運営協議会委員の皆様や保護者・地域の方々からのご意見、ご指導をい

ただく中で、課題解決に向けた具体策を講じるとともに、信頼される地域に開か

れた学校づくりに努めていきたい。そのためには、本校の教育活動についてのビ

ジョンや学校の現状を保護者・地域に伝えていかなければならない。コロナ禍で

失ったものの影響は大きい。外部・地域との連携が途絶えた中で、地域とのつなが

りを構築していくことが課題である。そのためには、更なる情報発信、地域との連

携・協働を推進する組織づくりを進めていきたい。 

・教職員の多忙化解消は、喫緊の課題である。学校の教育力を高めるためにも教職員

の心身の健康が重要である。協働体制のさらなる充実、時間の効率的・効果的な活

用・業務改善・行事の精選等、様々な工夫を試みていきたい。 
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）
、

家
庭

学
習

の
充

実
の

た
め

、
内

容
の

工
夫

・
家

庭
と

の
連

携
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

6
5

0
0

㉔
あ

な
た

は
（

本
校

で
は

）
、

児
童

や
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

丁
寧

に
応

じ
て

い
る

。
9

2
0

0

㉕
本

校
は

、
地

域
の

環
境

や
人

材
を

活
用

し
た

教
育

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
6

5
0

0

㉖
あ

な
た

は
、

学
校

運
営

協
議

会
の

内
容

を
理

解
し

、
地

域
と

共
に

あ
る

学
校

教
育

の
推

進
に

努
め

て
い

る
。

5
6

0
0

　

１
０

月
４

＝
そ

う
思

う
　

　
３

＝
や

や
そ

う
思

う
　

　
２

＝
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

　
　

１
＝

そ
う

思
わ

な
い

令
和

5
年

度
　

学
校

評
価

 ２
回

目
 評

価
（

職
員

）
　

　

健 や か な 体 の 育 成

R
5

職
員

に
よ

る
評

価

家 庭 ・ 地 域 と の 連 携学 校 組 織 運 営 確 か な 学 力 の 育 成 豊 か な 心 の 育 成

７
月

◎
全

体
的

な
傾

向
全

項
目

で
肯

定
的

評
価

が
８

０
％

を
超

え
て

お
り

、
７

月
の

評
価

同
様

、
肯

定
的

な
評

価
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
お

お
む

ね
満

足
で

き
る

状
態

で
あ

る
と

判
断

で
き

る
。

◎
今

後
の

改
善

・
確

認
点

(1
)学

校
組

織
運

営
・

今
後

も
教

職
員

一
人

ひ
と

り
が

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

を
十

分
に

理
解

し
、

様
々

な
場

面
で

学
校

長
が

示
す

方
針

等
の

実
現

に
向

け
て

，
組

織
的

に
連

携
し

な
が

ら
推

進
し

て
い

く
。

・
学

校
評

価
も

含
め

、
各

行
事

や
様

々
な

教
育

活
動

の
振

り
返

り
反

省
等

を
生

か
し

、
改

善
へ

と
つ

な
げ

て
い

く
よ

う
に

す
る

。
・

危
機

管
理

(防
犯

，
防

災
，

事
件

，
事

故
等

)マ
ニ

ュ
ア

ル
や

感
染

症
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
熱

中
症

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
理

解
し

、
い

つ
で

も
職

員
が

対
応

で
き

る
よ

う
に

、
児

童
に

指
導

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

訓
練

等
の

結
果

を
踏

ま
え

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

を
行

う
。

・
感

染
症

防
止

対
策

に
つ

い
て

は
、

5
類

に
変

わ
り

、
児

童
、

保
護

者
だ

け
で

無
く

、
職

員
に

も
、

や
や

気
の

緩
み

が
見

ら
れ

た
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

学
級

閉
鎖

も
あ

っ
た

の
で

、
今

後
も

感
染

拡
大

が
心

配
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
感

染
症

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
確

認
を

行
い

、
地

域
の

感
染

状
況

に
応

じ
対

策
を

徹
底

し
て

い
き

た
い

。
・

い
じ

め
に

つ
い

て
は

、
い

じ
め

が
起

き
な

い
ク

ラ
ス

づ
く

り
に

努
め

た
り

（
学

級
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
・

Q
U

の
活

用
等

）
、

児
童

観
察

を
丁

寧
に

行
っ

て
い

じ
め

の
早

期
発

見
に

努
め

た
り

し
て

い
く

。
い

じ
め

に
つ

い
て

の
記

録
方

法
に

つ
い

て
改

善
を

行
っ

た
の

で
、

そ
れ

を
活

用
し

、
き

め
細

か
い

対
応

を
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

保
護

者
に

も
取

組
を

知
ら

せ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
毎

週
木

曜
日

の
事

務
処

理
日

を
設

定
す

る
な

ど
、

業
務

改
善

を
行

っ
て

い
る

。
職

員
の

勤
務

時
間

の
記

録
や

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
も

、
働

き
方

に
つ

い
て

の
意

識
の

改
善

が
見

ら
れ

る
。

今
後

も
業

務
の

精
選

、
校

務
処

理
の

効
率

化
な

ど
進

め
て

い
く

。
(2

)確
か

な
学

力
の

育
成

・
全

国
学

テ
の

結
果

分
析

を
行

い
、

職
員

で
共

通
理

解
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
６

学
年

だ
け

で
な

く
、

全
て

の
学

年
で

、
課

題
（

国
語

）
を

改
善

で
き

る
よ

う
に

意
識

し
、

授
業

づ
く

り
を

行
っ

て
い

く
。

・
学

力
テ

ス
ト

の
問

題
や

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

問
題

を
各

学
年

で
活

用
し

、
児

童
の

学
力

向
上

だ
け

で
な

く
、

教
師

の
授

業
改

善
に

も
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

.。
・

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
実

現
に

向
け

て
、

山
梨

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

を
意

識
し

た
授

業
を

行
う

。
対

話
的

な
学

び
に

つ
い

て
は

，
話

し
合

い
や

活
動

な
ど

制
限

さ
れ

て
し

ま
う

が
，

IＣ
Ｔ

を
活

用
し

な
が

ら
工

夫
し

て
行

っ
て

い
く

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

つ
い

て
は

、
積

極
的

に
活

用
し

て
い

る
。

今
後

は
児

童
が

習
得

す
べ

き
モ

ラ
ル

に
つ

い
て

学
年

毎
に

整
理

し
、

系
統

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
く

。
(３

)豊
か

な
心

の
育

成
・

今
後

も
全

職
員

で
児

童
理

解
が

行
え

る
よ

う
、

毎
週

金
曜

日
の

終
礼

と
職

員
会

議
に

お
い

て
、

情
報

交
換

を
行

い
、

職
員

が
同

じ
歩

調
で

、
児

童
の

指
導

を
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

児
童

理
解

の
た

め
の

ケ
ー

ス
会

議
も

行
っ

て
き

た
。

・
基

本
的

生
活

習
慣

に
つ

い
て

は
、

児
童

へ
の

指
導

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
へ

の
協

力
を

お
便

り
な

ど
で

繰
り

返
し

お
願

い
し

て
い

く
。

特
に

、
児

童
の

S
N

S
等

の
メ

デ
ィ

ア
の

使
用

に
つ

い
て

は
、

大
き

な
課

題
が

見
ら

れ
る

の
で

、
様

々
な

場
面

で
、

様
々

な
方

法
で

、
児

童
や

保
護

者
へ

の
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
。

(４
)健

や
か

な
体

の
育

成
・

運
動

を
す

る
こ

と
し

な
い

こ
の

二
極

化
も

課
題

で
あ

る
。

一
校

一
実

践
だ

け
で

な
く

、
休

み
時

間
の

活
動

や
体

育
等

で
で

体
力

の
向

上
や

運
動

の
日

常
化

に
つ

な
が

る
取

組
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

体
育

の
授

業
に

お
い

て
、

運
動

量
の

確
保

を
意

識
し

て
行

う
。

(５
)家

庭
・

地
域

と
の

連
携

・
今

年
に

な
っ

て
も

、
4

年
間

の
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
、

外
部

・
地

域
と

の
連

携
が

難
し

い
状

況
で

あ
っ

た
。

そ
の

影
響

が
ま

だ
残

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

し
か

し
、

地
域

の
感

染
状

況
等

を
考

慮
し

、
感

染
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

保
護

者
地

域
の

方
と

教
育

活
動

を
連

携
し

て
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
家

庭
学

習
に

つ
い

て
は

、
家

庭
学

習
ス

タ
ン

バ
イ

の
時

間
を

設
定

し
、

児
童

が
家

庭
学

習
を

進
め

や
す

く
な

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

職
員

記
述

な
し

0
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5
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0
0
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点評
肯
定
否
定

①
先

生
は

、
わ

か
り

や
す

く
勉

強
を

教
え

て
く

れ
て

い
ま

す
か

。
1
0
0
%

0
%

②
あ

な
た

は
、

授
業

中
に

、
自

分
の

考
え

を
話

し
た

り
、

友
だ

ち
の

考
え

を
聞

い
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

9
9
%

1
%

③
あ

な
た

は
、

家
で

毎
日

勉
強

を
し

て
い

ま
す

か
。

 （
学

年
×

1
0

分
＋

1
0

分
）

8
7
%
1
3
%

④
あ

な
た

は
、

学
校

や
家

で
読

書
を

よ
く

し
て

い
ま

す
か

。
7
3
%
2
7
%

⑤
英

語
の

勉
強

は
、

す
き

で
す

か
。

8
1
%
1
9
%

⑥
先

生
は

い
じ

め
な

ど
な

い
楽

し
い

ク
ラ

ス
に

な
る

よ
う

に
考

え
て

く
れ

て
い

ま
す

か
。

9
9
%

1
%

⑦
学

校
は

楽
し

い
で

す
か

。
9
3
%

7
%

⑧
あ

な
た

は
う

そ
を

つ
い

た
り

、
や

っ
て

は
い

け
な

い
こ

と
を

し
た

り
し

な
い

よ
う

に
気

を
つ

け
て

い
ま

す
か

。
9
6
%

4
%

⑨
先

生
は

あ
な

た
の

こ
と

を
よ

く
わ

か
っ

て
く

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
5
%

5
%

⑩
あ

な
た

は
、

学
校

や
児

童
会

、
ク

ラ
ス

の
行

事
な

ど
に

、
一

生
懸

命
取

り
組

み
、

楽
し

い
で

す
か

。
9
8
%

2
%

⑪
あ

な
た

は
、

あ
い

さ
つ

が
で

き
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
8
%

2
%

⑫
あ

な
た

は
人

に
や

さ
し

く
し

た
り

、
困

っ
て

い
る

人
に

手
を

か
し

て
あ

げ
た

り
す

る
な

ど
、

思
い

や
り

の
心

を
も

っ
て

生
活

し
て

い
ま

す
か

。
9
8
%

2
%

⑬
あ

な
た

は
、

係
の

仕
事

や
そ

う
じ

、
委

員
会

活
動

、
家

の
お

手
伝

い
な

ど
、

自
分

の
仕

事
を

い
っ

し
ょ

う
け

ん
め

い
や

っ
て

い
ま

す
か

。
9
7
%

3
%

⑭
あ

な
た

は
み

ん
な

の
た

め
に

役
に

立
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

8
2
%
1
8
%

⑮
あ

な
た

は
早

ね
・

早
お

き
・

朝
ご

は
ん

な
ど

、
生

活
リ

ズ
ム

に
気

を
つ

け
て

い
ま

す
か

。
8
8
%
1
2
%

⑯
あ

な
た

は
、

熱
を

測
っ

た
り

、
マ

ス
ク

を
つ

け
た

り
、

手
を

洗
っ

た
り

、
３

密
に

気
を

つ
け

た
り

と
、

感
染

症
の

予
防

な
ど

に
気

を
つ

け
て

い
ま

す
か

。
9
5
%

5
%

⑰
あ

な
た

は
、

運
動

す
る

こ
と

が
好

き
で

す
か

。
9
3
%

7
%

⑱
あ

な
た

は
、

交
通

ル
ー

ル
を

守
る

・
ろ

う
か

を
走

ら
な

い
・

危
な

い
遊

び
は

し
な

い
な

ど
、

安
全

に
気

を
つ

け
て

生
活

し
て

い
ま

す
か

。
9
5
%

5
%

⑲
あ

な
た

は
、

自
分

の
健

康
の

こ
と

を
考

え
て

、
給

食
な

ど
、

す
き

き
ら

い
な

く
食

べ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

か
。

8
9
%
1
1
%

⑳
あ

な
た

は
、

家
庭

で
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

、
テ

レ
ビ

ゲ
ー

ム
な

ど
の

ル
ー

ル
を

守
っ

て
い

ま
す

か
。

8
8
%
1
2
%

㉑
あ

な
た

は
、

こ
ま

っ
た

こ
と

や
な

や
み

な
ど

、
先

生
に

相
談

で
き

ま
す

か
。

8
1
%
1
9
%

 ４
＝

そ
う

思
う

　
　

３
＝

や
や

そ
う

思
う

　
　

２
＝

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い
　

　
１

＝
そ

う
思

わ
な

い

令
和
5
年
度
　
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト

・
④
読
書
活
動
2
7
%
が
特
に
低
い
評
価
と
な
っ
た
。
（
昨
年
度
と
同
じ
）

・
⑤
英
語
学
習
1
9
%
、
㉑
先
生
へ
の
相
談
,⑭
有
用
感
1
8
%
が
低
い
評
価
で
あ
っ
た
。

・
③
家
庭
学
習
1
3
%
、
⑮
生
活
リ
ズ
ム
1
2
%
、
⑳
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
1
2
%
、
⑲
給
食
好
き
嫌
い
1
1
%
が
他
と
比
べ
て
低
い
評
価
だ
っ
た
。

R
0

5
　

児
童

に
よ

る
評

価
　

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%
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0
%
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わ
個
点評
肯

定
否

定
わ
か
ら
な
い

①
お

子
さ

ん
は

、
学

校
の

授
業

が
わ

か
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
5
%

4
%

1
%

②
お

子
さ

ん
は

、
学

習
規

律
が

身
に

付
い

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

8
4
%

1
5
%

1
%

③
お

子
さ

ん
は

、
積

極
的

に
家

庭
学

習
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

6
8
%

3
2
%

0
%

④
お

子
さ

ん
は

、
意

欲
的

に
読

書
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

5
3
%

4
5
%

2
%

⑤
お

子
さ

ん
は

、
英

語
に

対
し

て
、

興
味

や
関

心
を

持
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

6
3
%

3
4
%

3
%

⑥
学

校
は

、
い

じ
め

の
未

然
防

止
・

早
期

発
見

・
早

期
解

決
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

8
1
%

2
%

1
7
%

⑦
お

子
さ

ん
は

、
学

校
で

、
友

だ
ち

と
仲

良
く

楽
し

く
生

活
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
5
%

4
%

1
%

⑧
学

校
は

、
子

ど
も

が
ル

ー
ル

を
守

っ
て

、
よ

り
よ

く
生

活
で

き
る

よ
う

に
、

生
活

指
導

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
3
%

1
%

6
%

⑨
教

職
員

は
、

お
子

さ
ん

の
こ

と
を

よ
く

理
解

し
、

適
切

に
評

価
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
5
%

1
%

4
%

⑩
お

子
さ

ん
は

、
学

校
行

事
や

児
童

会
活

動
に

意
欲

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
9
%

0
%

1
%

⑪
お

子
さ

ん
は

、
し

っ
か

り
と

挨
拶

が
で

き
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
7
9
%

1
8
%

3
%

⑫
お

子
さ

ん
の

思
い

や
り

の
心

は
、

育
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
3
%

5
%

2
%

⑬
お

子
さ

ん
は

、
学

校
や

学
級

、
家

庭
の

中
で

、
居

場
所

が
あ

り
、

自
分

は
が

ん
ば

っ
て

い
る

と
、

自
信

が
持

て
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
5
%

4
%

1
%

⑭
お

子
さ

ん
は

、
『

早
寝

早
起

き
・

朝
ご

飯
を

し
っ

か
り

食
べ

る
』

『
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

予
防

』
な

ど
、

健
康

に
気

を
つ

け
て

生
活

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
1
%

9
%

0
%

⑮
学

校
は

、
子

ど
も

の
体

力
づ

く
り

の
指

導
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
3
%

2
%

5
%

⑯
学

校
は

、
子

ど
も

の
交

通
安

全
や

校
内

生
活

の
安

全
確

保
に

努
め

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
7
%

2
%

1
%

⑰
学

校
は

、
給

食
指

導
な

ど
を

通
し

、
子

ど
も

の
心

身
の

基
礎

を
つ

く
る

食
育

の
充

実
に

努
め

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
3
%

4
%

3
%

⑱
お

子
さ

ん
は

、
家

庭
の

中
で

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
、

Ｔ
Ｖ

ゲ
ー

ム
等

の
メ

デ
ィ

ア
の

使
用

に
関

す
る

ル
ー

ル
を

守
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

5
9
%

4
0
%

1
%

⑲
教

職
員

は
、

お
子

さ
ん

や
保

護
者

の
相

談
や

悩
み

な
ど

に
適

切
に

応
じ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
。

9
1
%

2
%

7
%

⑳
学

校
は

、
家

庭
に

適
切

な
情

報
発

信
・

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
7
%

2
%

1
%

㉑
学

校
は

、
地

域
の

環
境

や
人

材
を

活
用

し
た

教
育

活
動

を
行

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

。
9
2
%

4
%

4
%

 ４
＝

そ
う

思
う

　
　

３
＝

や
や

そ
う

思
う

　
　

２
＝

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い
　

　
１

＝
そ

う
思

わ
な

い

令
和
5
年
度
　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

・
④

読
書

活
動

4
5
%
、

⑱
メ

デ
イ

ア
使

用
4
0
%
が

、
特

に
低

い
評

価
だ

っ
た

。
読

書
活

動
は

重
点

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

メ
デ

イ
ア

使
用

に
つ

い
て

は
家

庭
の

理
解

・
協

力
を

得
な

が
ら

進
め

て
い

く
。

・
③

英
語

活
動

3
4
%
、

⑤
家

庭
学

習
3
2
%
に

つ
い

て
も

低
い

評
価

だ
っ

た
。

学
校

で
の

英
語

、
英

語
活

動
の

取
組

や
学

習
ス

タ
ン

バ
イ

な
ど

の
取

組
を

発
信

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
⑧

い
じ

め
の

取
組

に
つ

て
、

「
わ

か
ら

な
い

」
1
7
%
と

多
か

っ
た

。
学

校
で

の
取

組
や

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

な
ど

を
引

き
続

き
家

庭
に

伝
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

各
項

目
と

も
「

わ
か

ら
な

い
」

を
選

択
す

る
保

護
者

が
い

た
。

学
校

の
様

子
、

学
校

の
教

育
活

動
等

に
つ

い
て

、
保

護
者

へ
知

ら
せ

る
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

R
0

5
　

保
護

者
に

よ
る

評
価

　
0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%
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子
供

が
元

気
に

登
校

し
て

い
る

の
で

、
校

内
活

動
に

不
満

は
無

い
が

、
い

じ
め

、
体

力
作

り
、

生
活

の
安

全
に

つ
い

て
や

、
学

校
か

ら
の

適
切

な
情

報
発

信
な

ど
の

項
目

を
ど

う
評

価
し

て
良

い
か

悩
む

。

課 題 的 な 記 述 要 望 的 な 記 述

先
生

方
は

子
ど

も
た

ち
に

対
し

て
よ

く
向

き
合

っ
て

く
だ

さ
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
一

方
で

い
じ

め
や

安
全

対
策

な
ど

項
目

で
見

る
と

，
家

庭
側

か
ら

す
る

と
わ

か
ら

な
い

部
分

も
多

く
，

両
極

端
の

部
分

も
あ

る
の

か
な

と
感

じ
ま

す
。

返
信

が
遅

く
な

り
、

す
み

ま
せ

ん
で

し
た

。
２

特
に

な
し

２

入
学

し
た

際
、

コ
ロ

ナ
禍

だ
か

ら
な

の
か

、
児

童
が

挨
拶

し
て

も
返

事
が

か
え

っ
て

こ
な

い
こ

と
に

違
和

感
を

感
じ

ま
し

た
。

最
近

に
な

っ
て

少
し

ず
つ

挨
拶

を
返

し
て

く
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
が

、
今

で
も

セ
ー

フ
テ

ィ
パ

ト
ロ

ー
ル

の
方

が
挨

拶
し

た
り

、
話

し
か

け
て

も
ほ

ぼ
無

反
応

で
す

。
自

分
の

子
ど

も
も

含
め

て
、

今
時

の
子

と
考

え
て

良
い

の
か

。

学
童

評
価

の
ア

ン
ケ

ー
ト

も
実

施
し

て
欲

し
い

毎
年

、
学

年
毎

に
お

弁
当

を
持

っ
て

遠
足

の
体

験
を

い
れ

て
ほ

し
い

。
自

分
の

小
学

校
時

代
と

比
較

し
社

会
体

験
が

少
な

い
よ

う
に

感
じ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
に

名
前

を
書

く
欄

が
あ

る
と

匿
名

性
が

無
く

な
り

、
回

答
し

づ
ら

く
な

る
。

肯 定 的 な 記 述記
述

（
概

略
）

 
　

 
（

１
６

名
）

生
徒

の
こ

と
を

本
当

に
よ

く
見

て
く

れ
て

い
ま

す
。

感
謝

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

い
つ

も
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

１
学

期
は

友
達

関
係

で
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

し
た

が
、

先
生

方
が

迅
速

に
対

応
し

て
く

だ
さ

り
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

一
年

生
は

少
人

数
で

す
が

、
入

学
し

た
と

き
か

ら
そ

の
こ

と
を

感
じ

な
い

く
ら

い
、

毎
日

楽
し

そ
う

に
学

校
に

通
っ

て
い

ま
す

。
先

生
方

や
同

級
生

は
も

ち
ろ

ん
、

新
入

生
を

暖
か

く
受

け
入

れ
、

手
を

差
し

伸
べ

て
く

れ
る

上
級

生
が

い
る

か
ら

と
感

謝
し

て
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

子
供

や
保

護
者

に
寄

り
添

っ
て

い
た

だ
き

、
感

謝
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。


